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 この数字分かりますか。幸せではない数字です。 
① 自ら命を絶った人の数。しかも１８歳未満の数は

増加傾向にあります。 
② 不登校者数の割合。 
③ ニートや引きこもりとなっている人数 
 「認められている」「愛されている」などを実感で

きないままに日々を過ごしていたのではないでしょ

うか。 
 

少年の危機（「子育て支援の方法と少年教育の原点」より） 

 この言葉を使われたのは，生涯学習・社会システム

研究者という肩書を付けておられる，三浦清一郎氏で

す。「大人の実感として，多くの少年がひ弱で，一人

前には程遠い。引きこもりや不登校や非行のことは言

うまでもない。頑張りも礼儀も規範意識も責任感も協

力の態度も優しさも足りないという。それが少年の危

機である。」そうだと思われた方もあると思います。

氏は続けます。「日本社会の少年の危機は，学校も家

庭も地域も，子育てには関心があり努力もしているの

に成果が上がらないことにある。それは，理論と方法

が間違っているからだ。日本の子育てには，『子ども

の視点』だけが強調されて，『社会の視点』が欠如し

ている。」 
 

効果のある学校（力のある学校）の存在 

「『学校の力』は，『家庭の力』や『地域の力』と組

み合わさってこそ，その効果を発揮しうる。そのつな 
 
 

 
 
 
 
 
がり格差が，子どもたちの学力形成に積極的な影響を

与える。子どもの学力が高い地域はその人間的つなが

りである『社会関係資本』が高い地域である。」と，

大阪大学の志水宏吉教授が，「力のある学校の探求」

に著しておられます。 
 

そうした中… 

島根県では，「ふるさと教育」に取り組んで８年目

になります。地域では公民館がこのつながりづくりを「地

域力醸成」として頑張っているのですが，これを活用

して，管内の学校では，学校の中にふれあいルームを

設けたり，放課後に中学生が小学校へ，「遊び隊」と

して出かけたりするなど，教育課程の中に位置づける

３５時間以上に，つながりを創り深めるプログラムが

進んでいるところもあります。また，ほとんどの市町

村に，その後導入された「学校支援地域本部事業」で

コーディネーターが置かれたことはそれを一層充実さ

せています。 
 

「コーディネート 力
りょく

アップ講座」 

先日，社会教育研修センター事業で，講師の広島経

済大学志々田まなみ准教授は，「学校・家庭・地域の

良い関係としての『学び合い』を創っていくには，そ

の間にあって軽快に連動させていくコーディネータ

ーの役割が重要である。さらにそのコーディネーター

に，教育委員会が事業を通して，ビジョンを示し支援

をしていくことで，より一層連携は強まり，効果が表

れる。」として，コーディネートの重要性を説かれま

した。 

 

合言葉は「出番」「役割」「承認」 

「学校・教師とのつながり」「家庭・家族のつなが

り」「地域社会のつながり」での良い関係は，人を育

てます。そして，学校にも家庭にも地域にも活力が生

まれ，『住みたい地域』となります。「コーディネート」

を意識し，「ふるさと教育」など，それぞれの活動の

充実を願っています。３学期は特に来年度に向けて，

「出番」「役割」「承認」を合言葉に，活動への「ふり

かえり」をお願いします。 
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地域ぐるみの子育ち 

 

浜田市 

派遣社会教育主事 

   花田 健司 

浜田市では，公民館を拠点として学校と地域を結ぶ｢学校支援地域本部

事業｣を全市で取り組み始めて 5 年目になります。子どもたちがよりよく

育っていくためには，学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を自覚

し，地域ぐるみで取り組みを進めていくことが大切だと私は実感してい

ます。 
 この事業推進にあたって重要な役割を担っているのがコーディネータ

ーの皆さんです。浜田市では公民館職員を中心に 84 名の方がおられま

す。その中のある方がこんなことを言っておられました。 
「お誘いした地域の方が学校へ行かれ，子どもたちと触れ合い，帰られ

るとき，笑顔で『また来たいな』って言われるのがとっても嬉しいんで

す。我々は学校・先生・子どもたちの応援団なんです。」 
浜田市の先生方，お問合せ等は最寄りの公民館へお尋ねください。 

 派遣社会教育主事として，3 年目を迎えました。地域に出向いてみる

と，新たな出会いがあります。学校での出来事を楽しそうに語る方，子

どもたちにパワーをもらったと元気な声で話される方，学校に行くこと

を楽しみに準備を進められる方，様々な形で地域の方の想いに触れさせ

ていただいています。 
 ところで，「親学プログラム」は体験されましたでしょうか？このプロ

グラムの特徴は，親としての役割や子どもとのかかわりについて，気づ

きの機会となること，そして，参加者同士の新たなかかわりが生まれる

ことです。今年度，浜田市内では 2 つの幼稚園で取り組まれました。ぜ

ひ，一度体験して，学校または学級の保護者のみなさんと新たな形での

かかわりをもたれてみてはいかがでしょう。親学プログラムのこと，そ

の他のこと，気軽に声をかけていただけるとうれしいです。 

「親学プロクラム」 

体験しませんか？ 

浜田市 

派遣社会教育主事 

  河本 誠二 

派遣社会教育主事とは，緊急の課題である事項（①家庭，学校及び地域が連携協力した社会教育事業の推

進 ②島根の地域の特性を生かしたふるさと教育の推進 ③広域的な市町村の枠組みの拡大に対応した地域

社会における人づくり，地域づくりの推進）に重点を置きながら，派遣先市町村教育委員会において社会教

育行政及び生涯学習振興行政に関する事務に従事するものをいいます。 

浜田教育事務所管内では，5名の派遣社会教育主事が 4 つの市町に配置され，各市町の社会教育・生涯学習

への助言を行い，県社会教育課事業（ふるさと教育推進事業，放課後子どもプラン，実証！「地域力」醸成

プログラム，学校支援地域本部事業等）の推進・支援を継続的に行っています。 

今回は 5 名の派遣社会教育主事それぞれの思いを紹介します。 
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子どもも地域も 

  みんな笑顔に 

大田市 

派遣社会教育主事 

   山藤 真樹 

 

 大田市派遣社会教育主事として，4 年目の勤務をしています。主に，

学校･家庭･地域が連携協力した事業（「学校支援地域本部事業」，「ふ

るさと教育推進事業」，「放課後子どもプラン」等）に係る業務に携わ

っています。また，社会教育を手段としてまちづくりを進める公民館

活動の支援にも励んでいます。 
 これらの取組を通して一番感じることは，子どもたちに地域の方々

がかかわると，子どもも地域のみなさんも笑顔でいっぱいになること

です（地域のみなさんは本当に褒め上手です）。そこでは，子どもた

ちの自尊感情や自己有用感がしっかり育まれているんだなぁと感じ

ています。“地域の子どもは地域で育む”気運を醸成し，子どもも大

人も笑顔あふれる地域づくりに向け，これからも精一杯頑張っていき

たいと思っています。 

こんにちは！４月から川本町教育委員会に勤務しています。先生

方には「社会教育主事はどんなことするの？」と聞かれることがあ

ります。各市町で取り組む内容はそれぞれですが，学校・家庭・地

域が連携して，様々な課題を地域の人と共有し，地域の人同士，顔

を合わせながら解決していけるようにお手伝いをさせていただいて

います。 

 今，特に力を入れているのは次のことです。①社会人権・同和教

育の推進体制の確立，②ふるさと教育の推進，③子どもの体力向上

支援と地域の指導者育成のための推進，④公民館を地域の拠点とし

た学び合いなどです。学校・家庭・地域社会が連携して，川本町の

未来を担う子どもたちを町民総参加で育む教育が推進できるよう

に，元気と笑顔で頑張っていきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

今年度より美郷町派遣として勤務しています。美郷町での勤務経 
験は初めてでしたので知り合いの方がほとんどいませんでしたが， 
実際に勤めてみると，様々な方との出会いが新鮮で，一から人間関 
係を築いていく楽しさを味わっています。 
 社会教育における取組業務は多岐にわたります。それゆえ，出か 
けていくこと，呼んでいただくことがたくさんあります。派遣社会 
教育主事の魅力は，地域の魅力的な方との出会いがたくさんできる 
という点です。８０歳を超えて未だ，地域の貢献や学校への支援を 
考えられたり，人と人とのつながりを大切にされたりする方と出会 
うと，こちらが身の引き締まる思いがします。 
 学校教育と社会教育の関係性はどうあるべきか。社会教育の取組 
を学校現場の皆さんにも知っていただくことも私の仕事です。 

いろいろ 

   やってます 

川本町 

派遣社会教育主事 

    松原 聡 

 

 

 

社会教育主事の魅力 

 

美郷町 

派遣社会教育主事 

    小谷 明浩 
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すべての子どもたちが 

安心して楽しく 

学び合うために 

 

学校教育スタッフ指導主事  

井口 猛 

 
いつもお世話になっております。各学校におかれまして

は，日頃からの人権・同和教育の推進と充実に向けてのご

尽力に感謝と敬意を表します。 
さて，すべての子どもたちが安心して楽しく学び合う学

校・学級にしていくための人権・同和教育を進めるときに，

教職員間，児童生徒間，児童生徒と教職員間の人間関係や，

学校・学級の全体としての雰囲気などが，その基盤として

とても大切であると言えます。これまでの私自身をふりか

えってみますと，人間関係作りにしても雰囲気づくりにし

ても悔やむことばかりが浮かんできて反省することが多く

あります。 
ここで，以下の事例を「隠れたカリキュラム」の視点で

考えてみていただけたらと思います。 
●A 先生の思いこみ？ 

 中学校１年生の担任であるA先生は，クラスの生徒たちがお互いに

自分の考えを活発に発言し合えるようなクラスにしたいと願い，日々

の学級づくりや授業づくり等に熱心に取り組んでいました。 

 ところが，クラスの中には活発に発言する生徒もいれば，ふだんか

ら小さな声で発言する生徒もいました。A先生は，その小さな声で発

言する生徒に大きな声で発言してほしいと思い，いつのころからか他

の生徒たちに「（その生徒の発言が）聞こえましたか？」と聞くよう

になっていました。その生徒の発言に至るまでの過程を大事にしなけ

ればならないにもかかわらず，結果を重視してしまったのでした。 

 やがてそのクラスには，大きな声で発言できることはいいことで，

そうでないことはよくないことだという雰囲気がつくられていきま

した。大きな声で発言できないその生徒に対して見下すような視線

や，中傷するかのような言動が見られるようになってしまいました。

A先生がこの様子に気づいたのはしばらくたってからのことでした。 

 特定の生徒の言動に対する改善点の指摘が，その生徒の否定的な評

価としてクラス内の他の生徒たちに伝わり，固定化していくことにも

つながったのでした。 
個々の児童生徒が，一人の人間として大切にされている

実感を持つことができる学校・学級づくりのためには，ま

ず，教職員の姿勢そのものが人権・同和教育の重要な部分

であることを再確認し，「隠れたカリキュラム」の視点で

日々の実践を見返すことが必要ではないでしょうか。 
 
●「隠れたカリキュラム」 

「隠れたカリキュラム」とは，教育する側が意図する・

しないに関わらず，学校生活を営む中で，児童生徒自らが

学び取っていく全ての事柄を指すものであり，学校・学級

の「隠れたカリキュラム」を構成するのは，それらの場の

在り方であり，雰囲気といったものであります。 
 

●「隠れたカリキュラム」の具体例 

 「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とり

まとめ］」では，さらに「いじめ」の問題を例にあげ，「『い

じめ』を許さない態度を身に付けるためには，『いじめはよ

くない』という知的理解だけでは不十分である。実際に，

『いじめ』を許さない雰囲気が浸透する学校・学級で生活

することを通じて，児童生徒ははじめて『いじめ』を許さ

ない人権感覚を身に付けることができるのである。だから

こそ，教職員一体となっての組織づくり，場の雰囲気づく

りが重要である」（指導等の在り方編P9）と述べています。 
例えば，教職員が級友とのトラブルを訴えた児童生徒の

声を真剣に受け止めようとせず，聞き流して何も対応しよ

うとしなかったり，他の教職員や保護者の悪口を平気で児

童生徒の前で言ったり，また職員室での教職員間の会話が

なく冷たい雰囲気が漂っているような学校では，いくら「い

じめをやめよう」などと語りかけても，決して児童生徒の

心に響くことはありません。そればかりか，反対に陰で「い

じめ」をしたり，傍観したりすることを助長してしまうこ

とになりかねません。 
 
●望ましい「隠れたカリキュラム」の実現のために 

 このように，教職員間，児童生徒間，教職員と児童生徒

間の人間関係や，学校・学級の全体としての雰囲気などは，

まさに学校教育の基盤をなすものと言えます。この基盤づ

くりのためには，まずもって教職員一人一人の人権尊重の

理念に対する理解と認識を深めていく必要があります。 
 さらに，互いに考えを聞き合う，言い合う，受け入れる，

提案し合うなどの活動を大切にしながら，人権感覚を高め

合う教職員研修を学校全体で進めていくことが求められて

います。 
 
※島根県教育委員会から，平成２１年３月に「人権教育資
料集Q＆A」が発行されています。 
本資料の「Q＆A」は，県教育委員会がこれまでに発行

した「同和教育指導資料第19・20集」「人権教育指導資料」
を踏まえながら，「指導等の在り方編」の理解を進めるため
に作成したものです。本資料の活用により，人権教育がよ
り一層充実されることを期待しています。 

 
Q 教育活動や日常の生活場面で，あなたは，自分の言動に

決めつけや偏見がないかをどのようにふりかえっていま

すか。または，ふりかえればよいと考えますか。 
《島根県教育委員会発行「人権教育資料集Q＆A」から引用》 
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 本との出会い 

 

 

 

学校教育スタッフ指導主事  

羽柴 千晴 

 
「私が高村光太郎の詩と出会ったのは中学1年の時でした。

なにげなく図書館で手にした『もうひとりのぼく』という

本の中に，『智恵子抄』の中の詩がいくつか載っていたので

す。私はその詩を読んでいるうちに，なぜか心が透きとお

っていくような気持ちになりました。でも，その詩にはち

ょっと読んだだけでは理解できない難しい面もたくさんあ

ったので，もっと詳しく知りたいと思い，図書館で『智恵

子抄』を探して読みました。また，作者についても調べて

みました。調べていくうちに，だんだんと光太郎のことも

わかってきました。」 
これは私が中学2年生の時に書いた作文の書き出しです。

そのころの私にとって図書館は，なにげなく立ち寄る居心

地のよい場所だったようです。 
 
今年も学校訪問の際に学校図書館を多くみせていただき

ました。また，情報活用能力の育成に重点をおき，様々な

支援と工夫がなされた授業も参観しました。県の重点施策

として「子ども読書活動推進事業」の展開が始まって4年

目。多くの学校が「人のいる図書館」になり，学校図書館

がもつ「読書センター」「学習・情報センター」としての機

能が少しずつ充実してきたと感じます。それは，昨年度，

各小中学校にお願いしたアンケート調査の結果にも成果と

して表れています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読書環境が整い，学校図書館活用教育を積極的に進めて

いる学校の先生方からは子どもたちが変わっていくのを実

感するという声をよく聞きました。 
今回の学習指導要領で新たに「言語活動の充実」が掲げ

られました。思考力や判断力，表現力を高める観点から，

知識・技能の活用を図る学習とその基盤となる言語能力を

育成する活動が重視されています。各教科の授業ではこれ

までも観察・実験などの記録や発表，話合い活動，レポー

トの作成などの活動が行われてきましたが，これからは授

業の中に意図的・計画的に位置付けることにより各教科を

通じて「言語活動の充実」という視点から授業改善を図っ

ていくことが求められます。学校図書館活用教育は「学び

方を学ばせる」教育だと言われますが，より確かな情報活

用のためのスキルが子どもたちに身につけば，それぞれの

教科の特性に応じて，問題解決的な学習や主体的，探究的

な学習が積極的に行われるようになり，言語活動を通して

基礎的な知識・技能を活用する能力や思考力，判断力，表

現力が高まっていくと考えます。 
 

私が中２で書いた作文は次のようにしめくくります。 
「こうして私は『もうひとりのぼく』という一冊の本から，

光太郎の詩にめぐり会うことができました。人生には，人

と人との美しい出会いがあるように，人と本とのすばらし

い出会いもあります。これから先も，私は良い本との出会

いを求め続け，大切にしていきたいと思っています。」 
中学生の頃のちょっと恥ずかしくなるような文面ですが，

今でもこの気持ちは変わっていません。 
多くの子どもたちが本との出会いを重ね，やわらかい豊

かな心と自分の力で答えを見つけていくたくましさをもち，

楽しく読書に親しんでほしいと思います。 

平成２３年度子ども読書活動推進事業についての 

学校アンケート集計結果概要（抜粋） 

 

【体制・組織】平成２２年比で１０ポイント以上の差は太字 

○ 学校図書館に係る年間指導計画を作成している学校が大幅に増えている。 

学校図書館の年間計
画がある学校 平成２２年 平成２３年 ポイント差 

小学校 66.1% 90.8% 24.7 

中学校 51.0% 85.0% 34.0 

○ 学校図書館活用教育に関する校内研修を実施する学校が増えている。 

校内研修を実施した
学校 平成２２年 平成２３年 ポイント差 

小学校 72.8% 93.4% 20.6 

中学校 34.0% 40.0% 6.0 
 

【学校図書館活用教育】 

○ 情報活用のためのスキル学習を行う学校が大幅に増えている。 

取り組んだスキ
ル学習  平成２２年 平成２３年 ポイント差 

マッピングを用
いた課題設定 

小 31.8% 43.9% 12.1 

中 26.0% 37.0% 11.0 

引用の仕方 
小 41.8% 70.2% 28.4 

中 48.0% 55.0% 7.0 

情報カード・付
せんを使った情
報整理 

小 49.4% 73.7% 24.3 

中 37.0% 50.0% 13.0 

要約の仕方 
小 49.4% 71.9% 22.5 

中 42.0% 49.0% 7.0 

レポートや新聞
へのまとめ方 

小 74.9% 91.7% 16.8 

中 67.0% 83.0% 16.0 
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新たな学びを支える教員，学び続ける教員をめざして 
様々な教育課題を解決するために，わたしたち教員は学び続けることが求められています。しかし，“や

らされる”研究や研修は疲労感と多忙感につながります。各学校における日々の仕事を通して資質能力の

向上を図り，それぞれの立場から学校経営への協働参画意識を高められるようにしていきたいものです。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度の研修では･･･ 

 
  
 

○「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について（答申）」より 
                            中央教育審議会 平成 24 年 8 月 28 日 
 

■２１世紀を生き抜くための力を育成するため，これからの学校は，基礎的・基本的な知識・技能の習得に加え，
思考力・判断力・表現力等の育成や学習意欲の向上，多様な人間関係を結んでいく力の育成等を重視する必要
がある。 

 ■これらは，さまざまな言語活動や協働的な学習活動等を通じて効果的に育まれることに留意する必要がある。 
今後は，このような新たな学びを支える教員の養成と，学び続ける教員像の確立が求められている。 

〈教員に求められる資質能力〉 
  ⅰ 教職に対する責任感，探究力，教職生活全体を通じて自主的に学び続ける力 
  ⅱ 専門職としての高度な専門的知識 
     ・教科や教職に関する高度な専門的知識 
     ・新たな学びを展開できる実践的指導力 
     ・教科指導，生徒指導，学級経営等を的確に実践できる力 
  ⅲ 総合的な人間力 
〈専門職としての高度な知識・技能〉 
 ・教科や教職に関する高度な専門的知識（グローバル化，情報化，特別支援教育その他の新たな課題に対応できる知識・

技能を含む） 
・新たな学びを展開できる実践的指導力（基礎的・基本的な知識・技能の習得に加えて思考力・判断力・表現力等を育成

するため，知識・技能を活用する学習活動や課題解決型の学習，協働的学びなどをデザインできる指導力） 
 

★島根県教職員研修計画 では…  島根県の教職員として求められる基本的な資質・能力 
                 ・豊かな人間性と教職に対する使命感 
                 ・子どもの心身の発達と心の動きに対する理解と対応 
                 ・職務にかかわる専門的知識・技能及び態度 

↓ 
 ○「教職経験や職務に応じた研修，教育課題を解決するための研修」の一層の見直し・精選 
         【初任者研修・ミドルリーダー養成・管理職研修】 
 ○教育センター研修と OJT の連動（教育センター研修を踏まえた校内研修の設計） 

 

 

【4 月 26 日】 

管内前期進路保障連絡協議会 

KJ 法を用いてテーマを絞った話合いを行いま

した。ワークショップ型の協議は校内授業研究に

も多く用いられるようになりました。 

【6 月 29 日】 

小・中学校キャリ

ア教育担当者研修 

グループで，架空の学

校をモデルにキャリア

教育の年間指導計画を

作成し，発表しました。 

【10 月 17 日】 

小・中学校校長研修Ⅱ 

講話「経営ビジョンと人材

育成」（株式会社一番街・戸津

川健代表取締役社長）の中に

出てきた「フィッシュボーン

図」。話合いで決定した経営方

針が会議室に貼ってあると紹

介されました。 
  

【8 月 7 日】小・中学校司書教諭研修 

司書教諭等のスキルを高めるために「課題設定の仕

方」「情報カードの使い方」「プレゼンテーション資料

のまとめ方」の 3 つの演習を行いました。 
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たくさんのご応募，ご参加ありがとうございました！！ 

第 2 回島根県神話絵画コンクール 

★島根県教育委員会教育長賞 
  大田市立川合小学校 3 年 中島 優月さん「オロチとスサノオ」 
★優秀賞 
  大田市立静間小学校 5 年 松直  翼さん「迫力満点のおろち」 
  浜田市立第三中学校 2 年 遠藤 美夏さん「ヤマタノオロチ」 
★優良賞 
  邑南町立日貫小学校 3 年 岩本 凌弥さん「神（じん）のまい」 
  大田市立静間小学校 5 年 田中 麗夏さん「すごい動きのおろち」 
  大田市立静間小学校 5 年 月森  陸さん「すごい動きのおろち」 

しまね数リンピック 

 今年は県内で８９０人（うち浜田管内では１６３人）が参加して開催され 
ました。参加者の感想を紹介します。来年度の参加もご検討ください！ 

 

 
 
   
 

しまね調べ学習プレゼンテーションコンテスト 

★最優秀賞 
  邑南町立石見中学校 2 年 岸本 燦太さん 
   「畳の文化を見直そう」 
 
★優秀賞 
  邑南町立口羽小学校 6 年 神田彩実さん・三上日和さん 
   「ごはんとみそ汁の歴史 
     ～なぜ日本人は米とみそ汁を食べ続けてきたのか～」 

大田市立川合小学校 

    3 年 中島優月 
「オロチとスサノオ」 

【10 月 28 日】 

数リンピックの様子 
浜田合庁会場にて 

 
 

 
【11 月 28 日】本選会の様子 

島根県民会館 大会議室にて 

自作のフリップを実物投影機を使って発表
する形式。実物を見せたり朗読を取り入れたり
するなど，発表の仕方に工夫が見られました。
シンプルさの中にも力強さがあり，説得力のあ
る発表だったという講評でした。 

審査発表・表彰後の記念撮影 

難しかったけど問題が解けたときはうれし
かったです。協力して二人で問題が解けたの
でおもしろかったし思い出もできたのでよか
ったです。（小学校ペアの部） 

 難問ばかりで解くことは大変でしたが，答
えが出たときのうれしさはとても大きかった
し，今まで習ったことを使って解けたので，
不思議な感じがしました。 

（中学校個人の部） 

 今回の図形の問題がすごくおも
しろかったので ，来年きてもあん
な問題があればいいなあと思いま
した。 

（中学校ペアの部） 
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まずは担当教科，学校で柱にしている教科をご覧ください！ 
 
人権同和教育，防災教育，キャリア教育，学校図書館教育，食育，環境教育･･･等々学校教育には多様な期待が寄せられ

ています。しかし，基本は日々の授業です。分かる授業，楽しい授業，児童生徒主体の授業の構築を！ 
そのために情報を得たいけれどなかなか時間がない･･･そういうときには，ここへアクセス！！ 
 
 
 

退職支部活動について 
互助会浜田支局 大崎 章子 

  退職支部が発足して３０年になります。 
  会員の退職後の福利の向上と生活の安定をはかることを目的とする退職互助医療の事業を行っております。 
  浜田管内には，「浜田，大田，江津，邇摩，邑智」と５支部あり，約１，５２５名の会員が在籍しております。 
 各種趣味の会や人間ドック補助，スポーツ大会等の事業を実施し，毎回たくさんの会員と方々に，ご参加いただき

好評をいただいております。 
また，退職会員への情報連絡を図るため，年４回「退職互助会だより」を発行し，本会の事業報告，文化講演会

のご案内，島根県内各支部だより等々の情報を提供しております。会報を「手配り」することによって退職会員の

意思疎通や単身者等への配慮を行うことができます。 
連絡員の先生方には大変お世話になっております。厚くお礼申しあげます。 

 

島根県教育用ポータルサイト 「幼稚園／小・中学校」→「義務教育課」

→「学力・心の教育推進グループ」→「教育課程関係」 


